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農産物の安全性向上や環境保全型農業を実践する手法として、90年代終わりから欧州で普及が進み、2002年
以降に日本でも普及が進んでいるのがGAPです。

ＧＡＰとは何か？

これらを遵守するために、日々の農場管理という仕事の中で実施すべき内容
（管理基準）を定めたもの､これがGAP「優良農業の実施（基準）」である。

別の言い方では、法律順守などの話を農場管理という具体的な仕事の話に落
とし込んだものがGAPである。

または、これらを遵守するために、農家・JA等の生産者団体を手助けする道
具がJGAPである。

＜JGAPの開発で、考慮していること＞
①農業現場が継続的に実施可能な内容であること
②農産物の買手側（消費者を含む）から信頼を得られる基準（管理レベル）
  であること
③外部からチェック可能な、透明性のある仕組みであること

GAPは、「工程管理に基づく品質保証」の考え方を農業現場に導入したものであり、食品事故
などの問題を農場が起こさないよう未然に防ぐ農場管理の手法です。

従来の方法
「結果管理にもとづく品質保証」 事後対応型の
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これからの方法（ＪＧＡＰ）
「生産工程管理にもとづく品質保証」 予防型の
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ＧＡＰ
(Good Agricultural Practice)

＜農業事業者として遵守、または従うべき規範群＞

日本の法律：食料・農業・農村基本法、食品安全基本法、食品衛生法、農薬取締法、
            環境基本法、廃掃法、労働安全衛生法など
行政指針等：農薬の飛散低減対策、農作業安全のための指針など
世界の基準・法律：コーデックス基準、海外の食品衛生法（農産物輸出時）など
時代の要請や良識として従うことが望ましい規範：
            環境保全型農業推進憲章、人種差別の防止、野生動植物の保護、
            消費者の生産者（生産現場）への期待、消費者が特に懸念している事項、
            企業（自社または取引先）の理念など
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JGAPには、青果物の農場用、穀物の農場用、日本緑茶の農場用があります。日本生活協同組合連合会のGAP
や、イオン株式会社のGAPなども有名です。都道府県ごとに独自のGAPを整備している地域もあります。

　国もGAP普及を推進しており、GAPの高度化・標準化を促しています。

・21世紀新農政2008
　－平成23年度までにおおむねすべての主要産地（2,000産地）において農業生産工程管理手法（GAP）の導入を目指

すとの目標の達成に向けて、コスト削減や品質向上等の生産現場におけるメリットの明確化等に取り組む

・食料・農業・農村基本計画（2010年3月閣議決定）
　－「後始末より未然防止」の考え方を基本に、国産農林水産物や食品の安全性向上のための科学的知見に基づく施

策の推進に加え、フードチェーンにおける取組である「トレーサビリティ・システム」や「危害分析・重要管理
点（HACCP）」、「農業生産工程管理（GAP）」の定着を実現

　－食品安全に加え、環境保全、労働安全のように幅広い分野を対象とする高度な取組内容を含むGAPの推進は、消
費者・生産者双方がメリットを享受できるものと考えられることから、その共通基盤づくりを進めるとともに、
産地における更なる取組の拡大と取組内容の高度化を推進する

・GAPの共通基盤に関するガイドライン
　－法律やそれが求める基本理念の実現には、GAPの取組を奨励することが有効

　－農業生産工程管理（GAP）の推進に当たっては、科学的知見に基づき農産物の安全性の向上のために有効な取組を
生産者が確実に実施できるようにする観点、環境保全、労働安全のように幅広い分野を対象として取り組む観
点、消費者や実需者のニーズに応える観点から、取組内容の高度化が課題

・民主党政策集INDEX2009
　－トレーサビリティの義務化の時期を踏まえ、食品の製造工程での安全管理や品質管理を図るための措置として、

農業生産工程管理工程（GAP）や危害分析重要管理点（HACCP）への対応も義務化

国のＧＡＰ推進に関する方針や方向性

GAPは、HACCP、ISO9001、ISO22000と同じ
「工程管理に基づく品質保証」の手法であり、且つ

農業現場で実施可能な低コスト手法
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JGAPには第三者認証制度があります。「安全性の高い農産物を生産できる農場の目印」として、農産物取引・
産地管理・仕入先評価のために認証の活用が始まっています。
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JGAPは様々な農産物ビジネスで食品事故などの問題を起こさないために活用する農場運営の管理手法です。
マーケティングの主役は、それぞれの農産物ブランドです。
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